
命を守る教育 

～富士山火山噴火を想定した引き渡し訓練～ 
学校法人月江寺学園 

                          月 江 寺 幼 稚 園 

１． 目的と経緯 

（ 目 的 ） 

昨今世界的な気候変動により大雨，暴風，大雪，乾燥などの異常気象による非常変災が数多

く報告されている。幼稚園では，園児が知識として理解する避難ではなく，状況に応じた教職員

の的確な判断とその場に応じた園児の避難行動の体験が大変重要と考えている。そのため，避

難訓練（地震・火災・富士山噴火・不審者侵入等）について，毎年状況を変えて実施し，その反省

を次の訓練に反映させていく必要がある。今回は富士山噴火警戒レベル３を想定した訓練を富

士山科学研究所より専門の職員を招き，訓練の様子を観察していただいた上で改善点を明確に

し，今後の災害に備える体制づくりを目指していく。 

（ 経 緯 ） 

○2025.5.7 月江寺幼稚園地震・自然災害等引き渡しマニュアル改訂 

〇2025.5.8 令和７年度富士山噴火警戒レベル３を想定した引き渡し訓練実施要項を富士山      

科学研究所久保研究員に送付及び６月２０日実施予定の訓練での講師依頼 

 〇2025.5.20 引き渡し訓練Q＆A及び富士山噴火に係る警戒レベル資料を保護者配布 

〇2025.6.18 引き渡し訓練に関する内容について最終確認をするとともに，教職員・保護者 

アンケートについて検討 

      〇2025.6.20 令和７年度富士山噴火警戒レベル３を想定した引き渡し訓練実施 

２．  内 容 

① 午後の学習中，富士山警戒レベル 3が発令される。  

② 登降園路について富士山警戒レベル３発令による危険が予想されるためバスの運行は困難，引き

渡しを判断する。１３:３０連絡アプリで引き渡し以来の緊急メール発出 

③ 保護者は，災害発生時の行動計画に従い，園児の引き取りに来園する。 

④ 職員は，引渡し要領に従って速やかに引き取り者に引き渡す。  

 

３． 成果と課題 

・事前に資料配布があったので警戒レベルや引き渡しの 

Q＆Aで情報を共有することができた。                   

・実際の行動を確認し，スムーズな引き渡しができた。 

・車で来園した場合の駐車場をどのようにしていくのか。 

来年度は，ドライブスルー方式で園児を引き渡す予定。 

・幼稚園単独ではなく，市内の小中学校と連携した訓練 

が必要ではないか。 

・家具等の転倒防止が完全ではないので確実に安全確保できるようにした方がよい。 

・職員の子どもの対応や警報が発令された時からの動きを含めたより実践的な訓練が必要。 


